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（ ）

コ
ラ
ム

稗ノ尾の眼鏡橋（長崎県波
は

佐
さ

見
み

町
ちょう

）

稗ノ尾の眼鏡橋は、波佐見町内に唯
一残る“石造り双円アーチ橋”。明
治41年（1908年）に、焼き物の産地
である永尾・三股両郷を結ぶ橋か
ら、陶石・焼物荷などの重量物を馬
車で運搬するために石橋に架けかえ
られた。平成2年の波佐見大水害の
際に被災し、現在の稗ノ尾河川公園
内へ移設・復元された。春には眼鏡
橋と共に、桜を楽しむことが出来る。

写真キャプション

『
銀
の
匙
』と
い
う
漫
画
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。『
週

刊
少
年
サ
ン
デ
ー
』
で
昨
年
ま
で
連
載
さ
れ
、
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
や
映
画
に
も
な
っ
た
話
題
の
作
品
だ
。
舞

台
は
北
海
道
の
農
業
高
校
。
さ
ま
ざ
ま
な
挫
折
を
経

験
し
た
若
者
が
未
知
の
農
業
を
経
験
す
る
な
か
で
、

動
物
福
祉
の
観
点
を
取
り
入
れ
た
放
牧
豚
で
起
業
す

る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
家

畜
の
ス
ト
レ
ス
を
で
き
る
だ
け
抑
え
、
健
康
的
な
生

涯
が
送
れ
る
よ
う
な
飼
育
方
法
）
が
一
般
的
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
で
も
、
畜
産
を
目
指
す
若
者
（
特
に

非
農
家
出
身
の
新
規
参
入
者
）
の
間
で
最
近
、
放
牧

の
人
気
が
高
い
。
以
前
は
放
牧
と
言
え
ば
牛
だ
っ
た

が
、
い
ま
で
は
豚
も
増
え
て
き
た
。
全
国
の
養
豚
農

家
数
に
占
め
る
割
合
は
３
％
と
ま
だ
少
な
い
も
の

の
、
薬
剤
に
頼
ら
ず
自
然
に
近
い
形
で
育
て
る
ス
タ

イ
ル
は
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
こ
れ

か
ら
広
が
る
だ
ろ
う
。
農
水
省
自
身
「
銘
柄
豚
肉
」

の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
農
水
省
は
こ
の
5
月
、
家
畜
の
「
飼
養

衛
生
管
理
基
準
」
の
改
正
案
に
、
唐
突
に
牛
や
豚
の

放
牧
制
限
を
打
ち
出
し
た
（「
大
臣
指
定
地
域
に
お

い
て
は
、
放
牧
場
、
パ
ド
ッ
ク
等
に
お
け
る
舎
外
飼

養
を
中
止
す
る
こ
と
」）。
豚
熱
や
ア
フ
リ
カ
豚
熱
の

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
と
い
う
の
が
理
由
だ

が
、
多
く
の
専
門
家
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
放
牧
豚

の
ほ
う
が
感
染
し
や
す
い
と
い
う
デ
ー
タ
は
な
い
。

防
疫
と
放
牧
の
両
立
は
可
能
で
あ
る
。

放
牧
さ
れ
た
豚
は
生
理
的
欲
求
に
従
っ
て
地
面
を

掘
り
起
こ
し
て
土
を
肥
や
す
。
増
加
し
続
け
て
い
る

耕
作
放
棄
地
が
解
消
で
き
、
草
地
・
森
林
を
含
む
農

地
を
低
コ
ス
ト
で
維
持
で
き
る
。
国
土
保
全
の
あ
り

方
と
し
て
も
有
効
性
が
高
い
。

ま
た
、
農
水
省
の
こ
の
方
針
は
、
効
率
化
の
み
を

重
視
し
て
き
た
工
業
型
近
代
畜
産
の
根
本
的
問
題

（
隔
離
・
薬
剤
投
与
・
生
き
物
と
し
て
の
家
畜
の
軽
視
）

を
如
実
に
示
し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
と
き
の
対

応
と
同
根
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
を
め
ぐ
っ
て
問
わ

れ
て
い
る
免
疫
力
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か
に
逆
行

す
る
動
き
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

放
牧
養
豚
農
家
の
多
く
が
「
科
学
的
根
拠
が
示
さ

れ
て
い
な
い
」「
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
」

と
反
対
し
、
動
物
愛
護
に
尽
力
し
て
き
た
女
優
の
杉

本
彩
さ
ん
は
じ
め
、
消
費
者
か
ら
も
疑
問
が
出
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
受
け
と
め
、
拙
速
な
導
入
を
避

け
、
方
針
自
体
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

＊�

本
稿
執
筆
後
、
農
水
省
は
方
針
を
転
換
し
、
放
牧
を
認
め
た
。

世
論
の
声
を
受
け
止
め
た
対
応
を
高
く
評
価
し
た
い
。

コ
モ
ン
ズ
代
表
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

大お
お

江え　

正た
だ

章あ
き

放
牧
制
限
を
め
ぐ
っ
て

自
主
防
災
組
織
等
の
地
域
防
災
の
人
材
育
成
に
関
す
る
検
討
会
に
つ
い
て
�
������





⑵

「
暮
ら
し
や
す
さ
」
が
実
感
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
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海
田
町
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福
島
県
北
塩
原
村
長　

小
椋　

敏
一
…
⑽

政�

策

フ
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想
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自主防災組織等の地域防災の自主防災組織等の地域防災の
人材育成に関する検討会について人材育成に関する検討会について

消防庁　国民保護・防災部　地域防災室消防庁　国民保護・防災部　地域防災室

１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

平
成
30
年
８
月
か
ら
、
令
和
２
年
３
月

ま
で
、
８
回
に
わ
た
り
「
自
主
防
災
組
織

等
の
地
域
防
災
の
人
材
育
成
に
関
す
る
検

討
会
」（
座
長
：
室
﨑
益
輝　

兵
庫
県
立

大
学
大
学
院
減
災
復
興
政
策
研
究
科
長
）

を
開
催
し
、
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

等
の
育
成
に
資
す
る
教
育
訓
練
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
等
の
作
成
に
つ
い
て
、
検
討
を

行
い
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
た
。
報
告
書

（
全
文
）
は
当
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。　

（https://w
w

w
.fdm

a.go.jp/singi_
kento/kento/2019/

）

２２　

検
討
会
に
至
っ
た
背
景

　

検
討
会
に
至
っ
た
背
景

平
成
25
年
度
に
成
立
し
た
「
消
防
団
を

中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に

関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
度

に
自
主
防
災
組
織
等
の
活
動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
支
援
方
策
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
有
識
者
か
ら
な
る
検

討
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
検
討
会
報
告

書
に
お
い
て
、国
は
、自
主
防
災
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
等
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
標
準
的
な

教
育
訓
練
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
普
及
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
を
受
け
て
、
平
成
30
年
８
月
か
ら
、

８
回
に
わ
た
り
検
討
会
を
開
催
し
て
き
た
。

３３　

検
討
会
の
概
要

　

検
討
会
の
概
要

自
主
防
災
組
織
で
は
、
活
動
の
中
心
と

な
る
リ
ー
ダ
ー
の
担
い
手
不
足
や
、
防
災

活
動
へ
の
参
加
者
の
不
足
な
ど
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
組
織
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し

て
い
る
。

本
検
討
会
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
自
主
防
災
組
織
の
教
育
・

訓
練
の
実
施
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
、
人
材
育
成
に
関
し
て
先
進
的
な
取
組

を
行
う
地
方
公
共
団
体
の
現
地
調
査
な
ど

を
実
施
し
、
市
区
町
村
等
の
担
当
者
が
、

自
主
防
災
組
織
を
育
成
す
る
際
に
活
用
す

る
こ
と
を
想
定
し
た
「
教
育
・
訓
練
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」、「
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
例
」
及

び
「
研
修
教
材
」
を
作
成
し
た
。

【
資
料
１
～
４
参
照
】

４４　

研
修
教
材
等
の
活
用

　

研
修
教
材
等
の
活
用

令
和
２
年
４
月
10
日
に
、
地
方
公
共
団

体
に
報
告
書
等
の
送
付
に
つ
い
て
周
知
す

る
と
と
も
に
、
本
報
告
書
の
「
教
育
・
訓

練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
や
「
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
例
」、「
研
修
教
材
」
の
全
部
又
は
一
部

を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
拡
充
、
追
加
等
を
施
し

▲

�

研
修
教
材
案
を
活
用
し
た
研
修
会
の
様
子

（
令
和
２
年
２
月
３
日
函
館
市
）
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た
研
修
用
教
材
等
へ
と
、
よ
り
発
展
さ
せ

る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
自
主
防
災
組
織

等
に
対
す
る
一
層
の
支
援
を
依
頼
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
当
庁
で
は
今
年
度
、「
教
育
・

訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」、「
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
例
」
及
び
「
研
修
教
材
」
を
有
効
に
活

用
し
て
い
く
た
め
の
研
修
会
を
、
地
方
公

共
団
体
の
自
主
防
災
組
織
等
の
担
当
者
向

け
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
併
せ
て
、

こ
の
研
修
会
を
受
講
し
た
地
方
公
共
団
体

の
担
当
者
や
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

等
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
自
主
防
災
組
織

の
構
成
員
等
向
け
に
実
施
す
る
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
、
そ

の
成
果
を
全
国
に
周
知
す
る
予
定
で
あ
る
。

研
修
教
材
等
を
活
用
し
た
取
組
を
通
じ

て
、
市
区
町
村
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
消

防
職
員
、
消
防
団
員
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
等
、
多
様
な
方
々
の
講
師
と
し
て
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
講
師

を
担
え
る
方
が
地
域
に
多
数
育
つ
こ
と
に

よ
り
、
自
主
防
災
組
織
等
の
活
動
が
活
性

化
し
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

■資料２－２

検討の背景・目的等
自主防災組織等の活動の中心となるリーダー等の担い手不足など、自主防災組織等が抱える課題を克服し、活動の活性化を図る
ため、自主防災組織等のリーダー等に対するカリキュラム・教材の作成など、人材育成の方策を検討することを目的として、平
成30年８月、防災に関する学者経験者等を委員とした検討会を設置し、地方公共団体が行う自主防災組織等の人材育成を支援す
るための実務的な検討を進めてきた。

研修プログラム例
・上記の「教育・訓練カリキュラム」の中から、研修プログラムを企画する際の参考として「研修プログラム例」を作成。
・結成しはじめの段階及び長期にわたり活動が行われていない組織を念頭に、
　「１．防災リーダーの役割／住民（構成員）の自助意識を高めるには」
　「２．災害から住民の命を守るには」
　「３．避難所の運営を円滑に進めるには」
　の３つのテーマを設定し、それぞれ半日程度の研修会を想定して作成。

自主防災組織のリーダー育成のための教育・訓練カリキュラム
・�自主防災組織の育成に携わる担当者が、主に結成しはじめの組織や長期間活動していないような組織に対して、自主防災組織
のリーダーを育成するために活用することを念頭に置いて作成。
・�自主防災組織の活動をする上で、学習することが望まれる項目を網羅的に記載するとともに、学習項目の体系等を一覧的に理
解できるよう、「カリキュラムの全体像」を記載。
・学習項目ごとに「学習項目の概要」、「学習のねらい」、「学習内容（メニュー）例」を区分けして記載。

検討事項
自主防災組織等のリーダー等に対する標準的な教育・訓練のカリキュラム等に関すること

検討経過
○平成30年度
　第１回平成30年 ８月20日
　第２回平成30年12月14日
　第３回平成31年 １月31日
　第４回平成31年 ３月28日
○令和元年度
　第５回令和元年 ８月７日
　第６回令和元年11月11日
　第７回令和元年12月 ９日
　第８回令和２年 ３月19日

研修教材
・上記の「研修プログラム例」に基づいた研修会を想定した「研修教材」を作成。
・座学だけではなく、ワークショップも多く採用。
・研修講師が、自主防災組織の活動状況や地域の状況等に応じて「研修教材」の内容を作り変えてもらうことを想定。

委員 （敬称略）

座長　室﨑　益輝（兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長）
委員　吉川　肇子（慶應義塾大学商学部教授）
　　　黒田　洋司（一般財団法人消防防災科学センター研究開発部長兼統括研究員）
　　　阪本真由美（兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科准教授）
　　　永田　宏和（特定非営利活動法人プラス・アーツ理事長）
　　　西藤　公司（一般財団法人日本防火・防災協会理事長）
　　　宗片恵美子（特定非営利活動法人イコールネット仙台代表理事）

資料２

資料１

自主防災組織等の地域防災の人材育成に関する検討会報告書（概要）

自主防災組織等の地域防災の人材育成に関する検討会（概要）

●�

消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部�

�

地
域
防
災
室

　

電
話
：
０
３－

5
2
5
3－

7
5
6
1
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■■市に想定されている地震の被害

9

震度分布図を

貼り付けて下さい

（事例を貼っておく）

想定地震
• ■■地震 （震源： マグニチュード： 最大震度： ）

主な被害
• 人的被害（死者●●名、負傷者●●●名）

• 物的被害（建物倒壊、火災、液状化、土砂災害）

「地震災害」と「風水害」の２種類がありますので、説明する方が、地域
の実情に合わせて、適宜選択してご利用下さい。
また、本スライドの赤枠の内容は、研修を行う地域で発生が想定され
ている地震についての被害想定の図等に置き換えて下さい。本スライ
ドでは、首都直下地震の震度分布図を例示しています。
研修会の受講者や規模にあわせて、被害想定の図等を用意して下さ
い。

首都直下地震等による東京の被害想定より引用  

 【補足説明】 
• 本スライドの赤枠の内容は、研修を行う地域で発生が想定されている地震の

被害想定の情報に置き換えて下さい。 
 
• 自地域で想定されている地震（想定地震の名称、震源、マグニチュード、最

大震度）と被害の概要を説明します。 
 

資料４

資料３ 教育・訓練カリキュラム　目次

研修プログラム例（テーマ１）と研修教材（一部抜粋）
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現地レポート 町村独自のまちづくり

は
じ
め
に

こ
の
度
、
町
村
週
報
に
お
い
て
海
田
町
の

取
組
に
つ
い
て
紹
介
を
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
る
今
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
、
本
町
に
お
い
て
も
住
民

の
皆
さ
ま
に
外
出
の
自
粛
等
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
さ
ま
の
お
手
元
に
本
稿
が
届
く
頃
に
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
全
く
分

か
ら
な
い
中
で
す
が
、
住
民
に
も
っ
と
も
近

い
行
政
で
あ
る
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
日
々
で
あ
り
、
こ
れ

を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
全
国
の
首
長
の
皆

さ
ん
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

町
の
概
要 

～
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
人
々
の
営

み
が
続
い
て
き
た
ま
ち
、
海
田
～

本
町
は
、
広
島
県
広
島
市
の
東
部
に
位
置

し
、
面
積
13
、
79
㎢
に
、
約
３
万
人
が
暮
ら

す
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
す
。

町
の
西
側
に
は
海
田
湾
が
開
け
、
北
側
と

東
西
は
、
３
０
０
ｍ
～
６
０
０
ｍ
級
の
山
々

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
北
側
に
は
日ひ
の
う
ら
や
ま

浦
山
と

い
う
標
高
３
４
０
ｍ
ほ
ど
の
山
が
あ
り
、
1

時
間
ほ
ど
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
大
展
望
の
山
頂

に
立
て
る
こ
と
か
ら
老
若
男
女
を
問
わ
ず
人

気
の
山
で
す
。
山
頂
か
ら
は
、
広
島
湾
や
広

島
市
街
、
街
を
取
り
囲
む
緑
の
山
々
の
絶
景

が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
海
田
の
国
道
２
号
沿
い
を
ゆ
っ
く

り
流
れ
、
海
田
湾
に
注
ぐ
川
を
瀬
野
川
と
い

い
、
住
民
や
近
隣
の
方
々
が
気
軽
に
水
と
親

し
め
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
年

間
を
通
じ
て
河
川
敷
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

町
の
歴
史
は
古
く
、
町
内
に
点
在
す
る
貝

塚
や
古
墳
は
、
古
代
か
ら
中
世
の
海
田
の
様

子
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
中
世
以
降
は
、
主

に
農
村
と
し
て
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て

▲

日
浦
山
の
山
頂
か
ら
の
風
景
。
広
島
湾
や
広
島
市
街
を
一
望
で
き
る

現地レポート 町村独自のまちづくり

広島県

海田町
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「
暮
ら
し
や
す
さ
」
が
実
感
で
き
る

「
暮
ら
し
や
す
さ
」
が
実
感
で
き
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
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持
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可
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ま
ち
づ
く
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海
か
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町
ち

ょ
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広
島
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い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
近
世
の

西
国
街
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
宿
駅
と
し
て

栄
え
、
戦
後
も
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

日
本
人
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
生
ん
だ
ま
ち

今
年
開
催
予
定
だ
っ
た
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
た
め
延
期
と
な
り
、
併
せ
て
聖
火
リ

レ
ー
の
日
程
も
再
調
整
と
な
り
ま
し
た
が
、

本
町
も
聖
火
リ
レ
ー
実
施
市
区
町
村
の
１
つ

と
し
て
選
定
さ
れ
、
準
備
を
進
め
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。

本
町
は
、
１
９
２
８
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
三
段
跳
で
日
本
人
初
の
金

メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
織
田
幹
雄
氏
生
誕
の

地
で
あ
り
、
本
年
４
月
に
開
館
し
た
織
田
幹

雄
記
念
館
等
を
拠
点
に
、
町
を
挙
げ
て
聖
火

リ
レ
ー
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま

し
た
。

「
今
後
、
人
類
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
打
ち
勝
っ
た
証
と
し
て
、
完
全
な

形
で
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
」

（
安
倍
首
相
）
で
き
る
よ
う
、
町
と
し
て
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
～
バ
ッ
ク
キ
ャ

ス
ト
と
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
～

私
が
大
切
に
し
て
い
る
視
点
と
し
て
、

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
と
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
と
は
、
未
来
の
あ
る
時

点
に
理
想
と
な
る
目
標
を
設
定
し
、
そ
こ
か

ら
振
り
返
っ
て
、
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

る
方
法
の
こ
と
で
す
。
我
々
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
に
あ
っ
て
、

理
想
像
を
し
っ
か
り
と
描
き
、
そ
こ
に
向

か
っ
て
ど
う
進
ん
で
い
く
の
か
知
恵
を
絞
る

と
い
う
姿
勢
が
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
と
は
、
過
去
を

再
評
価
し
、
今
後
の
取
組
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
で
あ
り
、
過
去
と
未
来
と
の
両
方
を
見

据
え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
ま
ち　
海
田

具
体
的
な
取
組
と
し
て
、「
か
い
た
版
ネ

ウ
ボ
ラ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
町
で
は
安
心
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
、
町
内
の
拠
点
施
設
の

機
能
を
強
化
し
た
『
か
い
た
版
ネ
ウ
ボ
ラ
』

を
設
置
し
、
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
保
健
師
）や
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
保

育
士
）
が
常
駐
し
、
妊
娠
中
か
ら
お
母
さ
ん

の
心
配
事
な
ど
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ
ん
や
家

族
の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
機
会
を
増
や

し
、
家
族
み
ん
な
で
子
育
て
す
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、
妊
婦
健
診
や
子

ど
も
の
健
康
診
査
な
ど
の
結
果
を
簡
単
に
記

録
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
導

入
し
、
町
か
ら
の
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
型
（
送

信
者
が
受
信
者
に
通
知
を
お
知
ら
せ
す
る
）

で
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り

ま
し
た
。

こ
の
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
取
組
は
、
多
く
の

自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

▲宿駅の要職を勤めた旧千葉家住宅

▲織田幹雄記念館（織田幹雄スクエア2階）

▲かいた版ネウボラ概要

○赤ちゃんのお風呂の入れ方
（沐浴体験）

○育児用品について
～何をどれだけ～

○パパの育児参加

妊娠期 産 後 子育て期

ひろしま版ネウボラ構築・広島県モデル事業

～妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援～

《パパママ教室》

《お父さん講座》

ご家族一緒に参加できるよう土曜日の講座があります。
どの講座も❝ひまわりプラザ❞で開催します.
かいた版ネウボラでは家庭教育の大切さを子育て家庭へ届けます、ご家族でお越しください。

～お父さんと一緒に
ベビーマッサージ～

～産後の体を
見つめる運動～

★母子健康手帳の発行
★プレママ教室
★マタニティサロン
★デイケアー・宿泊型サービス
★産後ヘルパー
★産後ママのための休憩室
★ひよこ相談室
★助産師の相談室

❝孫育て講座❞

～お父さんと一緒に
ふれあい体操～

～育児のひとときに
（リフレッシュビクス）～

❝家族みんなで
体を動かそう❞

❝家族で運動会❞

❝ぐんぐん❞
（１１か月児親子教室）

❝つどいの広場❞

❝ままたいむ❞

❝ひまわりプラザ（かいた版ネウボラ拠点施設）❞
○住 所：海田町南つくも町１１番１６号
○電 話：０８２－８２４－１２２５
○ＦＡ Ｘ ： ０８２－８２４－１２４６
○Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｍａｐｌａ@ｔｏｗｎ．ｋａｉｔａ．ｌｇ．ｊｐ

～お父さんと
ふれあい体操～

《ネウボラアプリ》
電子母子手帳アプリを活用した情報発信を始めます
パパママ教室の講座。１歳６か月児健診。３歳児健診などの情報発信
アプリの機能でお子さまの成長記録もできます!!

～妊婦体操と
お産に向けての
体づくり～

広島県
海田町

《離乳食教室・ステップ２ 》

家庭支援教育講座

❝ママのおひざで
読み聞かせ❞

《教 室》
赤ちゃん教室/親子教室

離乳食教室・ステップ２が始まります
簡単レシピを紹介。離乳食の質問にお答え!!

▲ネウボラ活動風景（お父さん講座）

2020年（令和 2年） 6月29日　6
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が
、
本
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
等
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
方
々

と
職
員
と
が
し
っ
か
り
と
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
今
後

は
い
わ
ゆ
る
「
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
」

に
加
え
て
、
対
象
者
全
体
に
働
き
か
け
る

「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
仕
組

み
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
と
地
方
創
生

人
口
の
面
か
ら
言
え
ば
、
年
代
ご
と
の
で

こ
ぼ
こ
が
フ
ラ
ッ
ト
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

将
来
性
の
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
に
な
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
町
で
は
０
歳
か
ら
４
歳
の
割
合

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ネ
ウ
ボ
ラ
施

策
を
積
極
的
に
や
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

一
方
で
、
広
島
県
全
体
で
は
、
人
口
減
少

が
続
い
て
お
り
、
２
０
２
０
年
に
は
２
８
０

万
人
を
割
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
は
、
我
々
基
礎
自
治
体
に

と
っ
て
非
常
に
大
き
な
課
題
で
す
が
、
人
口

を
増
や
す
に
は
市
町
村
間
で
取
り
合
う
よ
り

も
、
地
域
の
強
み
を
伸
ば
す
中
で
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
、
育
つ
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
ネ
ウ
ボ
ラ

の
支
援
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
職
員
と
と
も

に
日
々
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
展
開　
～
情
報
の
見
え
る
化
～

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
状

況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
打
つ
手
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
私
が
１
番
大
切

に
し
て
い
る
の
が「
情
報
の
見
え
る
化
」で
す
。

私
自
身
も
数
字
に
基
づ
い
た
説
明
を
心
掛

け
、
職
員
に
も
求
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

我
々
行
政
の
業
務
に
は
数
字
に
で
き
な
い
部

分
も
多
い
の
で
す
が
、
ま
ず
「
数
字
で
全
体

像
を
捉
え
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
数
値
の
推

移
を
把
握
」
し
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
「
住

民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
示
す
（
見
え

る
化
）」
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
見
え
る
化
」
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
住

民
理
解
を
得
ら
れ
る
か
、
行
政
へ
の
信
頼
を

得
ら
れ
る
か
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

例
と
し
て
、
本
町
の
人
口
推
移
等
を
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
析
し
た
も
の
が
表

１
で
す
。

▲海田町　住基人口と世帯の年毎推移

海田町 住基人口と世帯の年毎推移

広島県
海田町

28,980 28,988 28,851 

28,779 

28,865 

29,105 29,270 

29,586 

29,838 

30,000 

12,178 12,220 12,244 

12,310 

12,425 

12,654 

12,805 

13,043 

13,236 

13,376 

12,000

12,200

12,400

12,600

12,800

13,000

13,200

13,400

13,600

13,800

14,000

28,000

28,200

28,400

28,600

28,800

29,000

29,200

29,400

29,600

29,800

30,000

30,200

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

(世帯)(人)

(年)

年別人口・世帯数推移

総人口 総世帯数

▲表１　海田町の人口推移等を多角的に分析した図表

38 

61 

0 ▲ 8
(20)
(10)
0
10
20
30
40
50
60
70

0
200
400
600
800

1,000

2015 2016 2017 2018 2019
要支援

要介護

増減

広島県
海田町

社会動態
暮しやすさ
コンパクト

誕生
ネウボラ
人口対策

平均寿命
健康寿命
人生100
百歳体操
外出支援

出典：RESAS

33,722 
43,724 

49,260 
52,514 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H28実績
（Ａ）

H29実績
（B）

H30実績
（Ｃ）

R01予想
（D）

かいた版ネウボラ（総参加者数）

母子保健事業
（合計）

子育て支援事業
（合計）

合 計

80.18 
79.85 

82.20 82.70 83.22 

88.66 

86.37 

88.19 87.73 87.78 

78.74 78.40 
80.49 80.83 81.44 

84.60 83.23 83.23 83.42 83.52 

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

H25（基準値） H27実績 H28実績 H29実績 H30実績

平均寿命（男）

海田町の平均寿命と健康寿命の年度別推移

要介護者の支援件数の
推移（介護・介護予防）

2015年

2030年

7　2020年（令和 2年） 6月29日
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人
口
推
移
だ
け
で
な
く
、
健
康
寿
命
や
要

介
護
者
の
状
況
な
ど
、
複
数
の
デ
ー
タ
を
重

ね
て
見
て
い
く
こ
と
で
、
次
の
打
つ
手
が
浮

か
び
あ
が
る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
説
明
の

際
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
根
拠
を
持
っ
て
説

明
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
は
町
の
職

員
間
で
も
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

も
う
１
つ
の
例
と
し
て
、
先
の
豪
雨
災
害

の
と
き
の
避
難
行
動
の
状
況
等
を
示
し
た
の

が
、
次
の
表
２
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
３
つ
の
山
が
あ
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
避
難

率
が
総
じ
て
高
い
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、

「
子
ど
も
が
逃
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
親
や
家

族
も
逃
げ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

が
見
え
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
民
に
状
況
を
伝
え
る
際
に

も
、
デ
ー
タ
の
提
供
に
よ
る
「
見
え
る
化
」

は
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
国
や
県

等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
内

を
流
れ
る
瀬
野
川
の
水
位
や
気
象
状
況

等
を
ス
マ
ホ
か
ら
確
認
で
き
る
仕
組
み

を
作
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
町
内
の
危
険

箇
所
等
の
状
況
を
映
像
で
随
時
見
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
必
要
な
情
報
を
正
確
に
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え
る
こ
と
が
、
避
難

率
の
向
上
と
い
う
行
動
変
容
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
発
災
時
に
職
員
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
を
持
っ
て
現
場
に
出
向
き
、
状
況

の
報
告
や
映
像
等
を
入
力
し
、
速
や
か

に
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

～
記
憶
か
ら
記
録
へ
～

本
町
で
は
、
災
害
対
応
等
の
業
務
に

つ
い
て
、
日
々
の
記

録
を
残
す
こ
と
に
徹

底
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
町
で
は
こ

れ
を
Ｔ
Ｌ
（
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
）
と
呼
び
、

記
録
を
残
し
、
共
有

で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
に
当
た
っ
て
も
、

対
策
本
部
の
開
催
、
県
及
び
関
係
機
関
等
と

の
協
議
、
町
内
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
内
容
な
ど
、
全
て
記
録
に
残
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
を
見
る
こ
と
で
対
応
状
況
が
瞬
時
に

把
握
で
き
る
と
と
も
に
、
記
録
に
残
し
て
後

日
検
証
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
の
危
機
管

理
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に
代
え
て

最
後
に
、
本
町
の
町
花
・
町
木
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
町
花
に
つ
い
て

夏
の
日
ざ
し
の
中
で
、
太
陽
に
向
か
っ
て

伸
び
る
ヒ
マ
ワ
リ
の
姿
は
、
ど
ん
な
困
難
に

も
負
け
ず
、
明
る
く
、
健
康
で
た
く
ま
し
い

も
の
で
す
。
夢
と
希
望
を
秘
め
て
発
展
す
る

海
田
町
を
象
徴
す
る
花
と
し
て
ヒ
マ
ワ
リ
を

町
の
花
と
し
て
い
ま
す
。

●
町
木
に
つ
い
て

大
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
、
大
き

な
枝
を
広
げ
た
ク
ス
ノ
キ
の
姿
は
、
雄
々
し

く
、
ど
ん
な
苦
労
を
も
受
け
止
め
る
風
格
が

あ
り
ま
す
。
町
民
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
海
田

町
を
象
徴
す
る
木
と
し
て
ク
ス
ノ
キ
を
町
の

木
と
し
て
い
ま
す
。

「
良
樹
細
根
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
と
お

り
、
苦
境
の
と
き
こ
そ
、
普
段
は
目
に
触
れ

な
い
部
分
を
大
切
に
し
、
や
る
べ
き
こ
と
を

き
っ
ち
り
と
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
、
次
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
む
と
信
じ
て
い
ま
す
。

全
国
町
村
の
先
進
事
例
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
・
県
等
と
も
緊
密
に

連
携
し
、「
暮
ら
し
や
す
さ
」
が
実
感
で
き

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
田
町
長　

西
田　

祐
三

▲

表
２　

西
日
本
豪
雨
の
際
の
避
難
行
動
の
状
況
等

平成30年7月6日に広島県安芸郡海田町で発生した土砂災害に対して
年齢・性別の避難数（概要）（平成30年6月末現在30,465人（海田町29,999人 隣接広島市466人）

広島県
海田町

▲町木のクスノキ。町民に安らぎを与える

◀�

町
内
の
災
害
情
報
等
の
閲
覧
ペ
ー
ジ（
海
田
町
公
式
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

2020年（令和 2年） 6月29日　8
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随　想

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3124号

北
塩
原
村
は
、
福
島
県
の
会
津
地
方
、

磐
梯
山
の
北
西
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

昭
和
29
年
に
当
時
の
「
北
山
村
」・「
大
塩

村
」・「
桧
原
村
」
が
合
併
し
、
各
村
か
ら

1
文
字
ず
つ
を
と
り
「
北
塩
原
村
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。

村
の
人
口
は
約
２
、
７
０
０
人
、
面
積

は
約
２
３
４
㎢
、
約
８
割
を
森
林
が
占
め

て
い
ま
す
。
標
高
は
会
津
盆
地
の
２
０
０

ｍ
か
ら
９
０
０
ｍ
の
山
間
部
ま
で
地
区
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

農
業
が
盛
ん
な
北
山
地
区
、
湯
治
の
街

と
し
て
栄
え
会
津
山
塩
の
生
産
地
で
あ
る

大
塩
地
区
、
特
産
品
で
あ
る
高
原
野
菜
の

生
産
や
数
々
の
歴
史
資
源
が
眠
る
桧
原
地

区
、
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
景
観
と
自

然
体
験
が
で
き
る
裏
磐
梯
地
区
、
大
き
く

4
つ
の
地
区
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
生
か
し
た
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

北
塩
原
村
の
基
幹
産
業
は
、
観
光
と
農

業
で
す
。

北
山
・
大
塩
地
区
で
は
、
農
家
は
水
稲

を
中
心
と
し
て
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
国

の
減
反
政
策
に
よ
り
園
芸
作
物
や
畜
産
業

を
営
む
農
家
が
増
加
し
ま
し
た
。
村
で
は

村
内
の
農
家
所
得
向
上
の
た
め
、
平
成
20

年
か
ら
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
事
業
導
入
に
よ
り
現
在

は
露
地
栽
培
か
ら
施
設
栽
培
に
転
換
す
る

農
家
が
増
え
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
夏
秋
キ
ュ

ウ
リ
等
の
作
付
け
が
盛
ん
に
な
り
、
平
成

29
年
度
に
お
い
て
は
村
内
の
キ
ュ
ウ
リ
の

販
売
額
が
1
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

桧
原
・
裏
磐
梯
地
区
に
は
、
桧
原
湖
、

曽
原
湖
、
小
野
川
湖
、
五
色
沼
な
ど
大
小

３
０
０
余
り
の
湖
沼
群
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
明
治
21
年
7
月
に
起
こ
っ
た
磐
梯

山
の
水
蒸
気
爆
発
に
よ
り
、
村
を
流
れ
る

川
を
岩
石
な
ど
が
堰
き
止
め
誕
生
し
た
も

の
で
す
。
噴
火
の
影
響
に
よ
り
裏
磐
梯
は

荒
れ
果
て
た
土
地
で
し
た
が
、
の
ち
に
磐

梯
高
原
緑
化
の
父
と
呼
ば
れ
る
遠
藤
現
夢

と
そ
の
有
志
が
、
私
財
を
投
げ
う
っ
て

行
っ
た
植
林
活
動
に
よ
っ
て
自
然
豊
か
な

美
し
い
裏
磐
梯
が
存
在
し
ま
す
。
四
季

折
々
の
表
情
を
見
せ
る
こ
の
景
観
は
「
日

本
の
湖
水
地
方
」
と
も
い
え
、
我
が
村
の

自
慢
、
日
本
を
代
表
す
る
自
然
豊
か
な
場

所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
で
は
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
北
塩
原
村
で
す
が
、
生
活
基
盤
や
観

光
基
盤
を
整
備
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
の
合
併
当
時
は
、
稲
作
農
業
と
森

林
を
活
か
し
た
林
業
が
主
な
産
業
で
、
冬

期
間
は
出
稼
ぎ
な
ど
で
生
計
を
立
て
て
い

ま
し
た
。
昭
和
40
年
後
半
か
ら
裏
磐
梯
に

移
住
し
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
経
営
さ
れ
る
方
が

増
え
、
観
光
地
と
し
て
注
目
さ
れ
は
じ
め

ま
す
。
更
に
総
合
保
養
地
域
整
備
法
の
制

定
に
よ
り
、「
会
津
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ゾ
ー

ト
構
想
」
の
１
つ
と
し
て
村
内
3
つ
目
の

ス
キ
ー
場
で
あ
る
グ
ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー
場

が
誕
生
し
、
現
在
の
観
光
地
裏
磐
梯
の
基

盤
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

大
塩
・
裏
磐
梯
間
の
道
路
も
当
時
は
開

通
し
て
お
ら
ず
、
地
域
経
済
産
業
、
住
民

同
士
の
交
流
も
滞
り
が
ち
で
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
元
年
に
は
「
桧
原
ビ
ュ
ー
ラ
イ

ン
」
が
開
通
し
、
そ
の
後
国
道
４
５
９
号

と
し
て
整
備
さ
れ
、
こ
の
頃
か
ら
観
光
客

も
急
増
し
て
い
き
ま
し
た
。「
磐
梯
高
原
」

と
い
う
貴
重
な
財
産
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
資
本
が
整
備
さ
れ
、
着
実
な
進
展

を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
山
紫
水
明
の
地
を
守
り
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
自
然
環
境
に
関

し
て
も
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。「
上
流
に
あ
る
地
域
は
、

下
流
に
あ
る
地
域
の
為
に
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
平
成
6
年
に
全
村
下
水
道
化
構
想

を
策
定
し
、
平
成
14
年
度
に
事
業
が
完
了

し
ま
し
た
。
水
環
境
の
保
全
と
生
活
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
リ
ン
の
除
去
・

高
度
処
理
施
設
を
増
設
し
、
環
境
に
優

し
い
村
づ
く
り
を
実
現
し
ま
し
た
。
村
の

下
水
道
加
入
率
も
90
％
近
く
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
に
も
平
成
16
年
度
に
は
東
京
都

杉
並
区
と
の
「
ま
る
ご
と
保
養
地
協
定
」、

平
成
20
年
度
に
は
山
形
県
上
山
市
と
の

「
合
宿
誘
致
協
定
」
を
締
結
し
、
村
だ
け

で
は
な
く
交
流
自
治
体
と
手
を
取
り
合
い

な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
村
の

観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
、

平
成
22
年
に
は「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
し
、
ま
た
平
成
23
年
に
は
東

北
で
初
め
て
猪
苗
代
町
・
磐
梯
町
・
北
塩

原
村
で
構
成
さ
れ
る
「
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー

ク
」
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
加
盟
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
令
和
元
年
に
は
、
戦
国
時
代

に
会
津
と
米
沢
を
繋
い
だ
村
内
の
街
道

が
、
文
化
庁
「
歴
史
の
道
１
０
０
選
」
に

追
加
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
今
後
も
、「
自
助
・
互
助
・
共
助
・

公
助
」
の
考
え
の
も
と
に
、
小
さ
な
村
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
村
づ
く
り
を
進
め
、
行

政
だ
け
で
は
な
く
村
民
や
村
に
関
わ
る
全

て
の
人
が
村
の
未
来
を
共
に
考
え
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

村
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
全
体
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
闘
っ
て
い
ま
す
。
終
息
は
ま
だ
見
え

て
は
い
ま
せ
ん
が
、「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
と

な
っ
て
こ
の
国
難
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

随  想

　小
お

椋
ぐら

　敏
とし

一
いち

福島県北
きた

塩
しお

原
ばら

村長　

北塩原村の変遷
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全国町村会館には、
会議室・宴会場のほかに、
ふたつのレストランもございます。
お気軽にお立ち寄りください。

和・洋食のレストランも
お気軽にご利用ください

●全国町村会館へのアクセス
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約20分

TEL.03（3581）0471
FAX.03（3581）0220
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号
ホームページアドレス　http://www.zck.or.jp/kaikan

カジュアルレストラン「ペルラン」 和食処「さいかち」

※市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

東京でのイベントに最適な
絶好のロケーションを誇る全国町村会館。
かけがえのないひとときを、
上質なサービスでおもてなしいたします。

3番出口

内
案
ご
の
室
客

ご予約・お問い合わせ

シングル
119室

ダブル
12室

ツイン
18室

SINGLE
ROOM

DOUBLE
ROOM

TWIN
ROOM

県人会など同郷者の集い、
同窓会、親睦会などの懇談会

観光PR、移住セミナー
職員採用試験などの説明会

職員旅行・家族旅行

和室もございますのでお問い合わせください。（禁煙ルームもご用意しております。）

さまざまな「集いの場」を
演出いたします

広さと設備が多彩な大ホールと、３つの
会議室がございます。
会議・研修、パーティーなどに幅広くご利用
いただけます。
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